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Cefpiramide(SM-1652)の 呼吸器感染症 に対す る臨床的 研究
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Cefpiramide(CPM,SM-1652)を 急性 あるいは慢性の呼吸器感染症の15例 に単独使用 し,著

効4例,有 効4例,無 効2例,除 外5例 の成績を得,有 効率(著 効+有 効)は80%で あった。

無効2例 の うち1例 は広範な気管支拡張症で,数 年前から緑膿菌を持続的に排菌 し,既 存の抗緑

膿菌剤のすべてが無効で,呼 吸不全に陥っている患者で,他 の1例 は肺癌に伴った肺膿瘍の症例で

あった。

副作用および本剤投与に起因する臨床検査値の異常変動は無かった。

以上のことから,本 剤は呼吸器感染症の治療に優れた効果を示 し,有 用性のあることが認められ

た。

新 しく住友化学工業(株)と 山之内製薬(株)と で共同開

発された注射用cephem系 の抗生物質であるCefpira-

mide(CPM,SM-1652)は,従 来のcephem系 剤 に類

をみない側鎖構造を有し,グ ラム陽性菌およびグラム陰

性菌に広範な抗菌力を有し,特 にPseudomwnas属 にも

優れた抗菌力を有している1～4)。

今 回,私 共は呼吸器感染症の15例 に本剤を使用 し,

そ の治療効果および副作用を検討する機会を得たのでそ

の成績を報告する。

I. 対 象,方 法

細菌性肺炎,慢 性気道感染症,肺 癌に二次的に伴った

急性感染症などの呼吸器感染症を対象とし,グ ラム陽性

菌および緑膿菌を含めたグラム陰性菌が分離 され た 症

例,お よびこれらの細菌による感染が疑われ た患 者15

例 に本剤を投与 した。

対象はすべて成人(平 均年齢65歳)で,男10例,女

5例,全 例入院患者である。極めて重篤な症例,腎 ある

いは肝の機能障害の強い症例,Furosemideな どの利尿

剤を使用 している症例などは対象から除外 した。

投与方法は,中 等症以下の症例には本剤の0.5gを1

日2回,ま たは1gを1日1回,重 症には1gを1日2

回,い ずれも5%ブ ドウ糖液250mlに 溶解 し,約1時

間かけて点滴静注した。投与期間は7日 から18日 に及

んだ。

感染症の種類では,気 管支肺炎4例,マ イコプラズマ

肺炎1例,肺 炎3例,膿 胸1例,肺 膿瘍1例,び まん性

汎細気管支炎1例,不 明熱1例,気 管支肺炎の疑2例,

気管支拡張症の再発1例 であった。また対象15例 のう

ち,12例 までが何らかの基礎疾患または合併症を有し

た。

II. 成 績

効果判定は,X線 経過,症 状改善度,検 査成績値など

の臨床効果と,原 因菌に対する細菌学的効果をもとに総

合判定し,著 効,有 効,や や有効,無 効の4段 階で判定

し,Table1で は これ らを+++,++,+,-で 示 した。細

菌学的効果は,原 因菌の消失,減 少,不 変,菌 交代,判

定不能の5段 階で判定し,同1じ くTable1で はこれを

+++,++,+,*,?で 示 した。

副作用の発現には注意 し,ま たTable2に 示 したよう

に,投 与の前後に諸検査を行なった。

総合効果は,除 外の5例(症 例No.2,6,10,13,14)

を除 いて10例 の うち,著 効4例,有 効4例,無 効2側

(症例Ne.4,8)と な り,有 効率(著 効+有 効)は80%

とな った。

原因菌が分離 された症例は9例 で,H.influenzae 5

例,P.aeruginosa 2例,H.influenzae+P.aeruginosa

1例,K.Pneecmoniae1例 であった。本剤投与により,

消失3例(H.influenzae 3例),減 少2例(H.influen-
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zae+P. aeruginosa1例, P. aeruginosａ1例),不 変

2例(K. pneecmoniae1例, P. aeruginosa1例),不

明1例(H. influenzae),菌 交 代1例(H. influenzae→

P. aeruginosa)の 成 績 を 得 た 。

副 作用 お よび本 剤 に よ る と思 わ れ る臨 床 検 査 値 の異 常

変動 はな か っ た。

な お,投 与 前 の 皮 内反 応 が 陽 性 に 出 た た め,対 象 か ら

除外 した症 例 も無 か った 。

III. 症 例

症例の一覧をTable1に,使 用前後の臨床 検査 値 を

Table2に 示 したが,次 に各症例の経過を略述する。

症例1.41才,女 。

喀痰,咳,発 熱,CRP(〓),両 下 肺野の肺炎陰影で

発病したが,0.5gを1日2回 の投与で3日 目に平熱に

なるとともに,X線 陰影も漸次減少し,諸 症状も消失し

た。去痰のためにBisolvonを 併用した。

症例2.63才,男 。

左下肺野に肺癌を有する患者で,陰 影増大,微 熱,白

血球増多, CRP陽 性,赤 沈促進などがみられ,感 染 合

併を疑い本剤を投与 したが,症 状,所 見のいずれにも影

響なく,治 療後の経過からみても左下野の陰影増大は,

癌浸潤そのものによると判断された。効果判定から除外

した。

症例3.56才,男 。

膿性痰,咳,血 痰,呼 吸困難を有する。両側性の広汎

な気管支拡張症で,し ばしぼ高熱を伴 う感染増悪をくり

返し,そ の都度抗生剤投与を必要 とした。原因菌は主と

してインフルエンザ菌であったが,緑 膿菌への菌交代が

始まりつつあった。

今回の増悪では38.9℃ の熱,1日 約200mlの 膿性

痰,咳,呼 吸困難をきたした。1日2gの 投与を開始 し

たところ,3日 目には平熱 となり,喀 痰性状は漸次膿性

から粘性へと移行し,2週 間後には喀痰量は60mlと な

った。X線 的には著変なかったが,諸 症状は著明に改善

された。癌痰中のインフルエンザ菌は治療に よ り減 少

し,緑 膿菌は消失した。

症例4.52才,女 。

既往の右肺結核(人 工気胸術)に よる強い肋膜肥厚,

癒着があり,こ れに両側の気管支拡張 が加 わ り,昭 和

47年 頃から呼吸不全と感染増悪のために入院治療 を く

り返している。

喀痰からはムコイド型の緑膿菌のみが数年前から検出

され,喀 痰量は1日 約500mlに 達 し,昭 和55年7月 の

入院時には気管切開を行なっている。GM, CPZ , CFS,

FOMな どを今までに使用しているが
,い ずれもおおむ

ね無効であった。

今 回 の入 院 で は,人 工 呼 吸 下 に 本 剤 を 使 用 した が,経

過 お よび 細 菌 学 的 に 全 く影 響 が み られ ず,無 効 と判 定 さ

れ た。

症 例5.71才,男 。

咳,痰,全 身 倦怠 著 明,胸 部X線 写 真 で右 上,中 肺 野

の肺 炎 陰 影,白 血 球 増 多 な ど で入 院 した。 投 与 開 始 後 の

経 過 は極 め て よ く,症 状,検 査 値 とも に急 速 に 改 善 し

た 。 喀 痰 か ら分 離 され たK. pneumoniaeは, CEZ, GM

に高 感 受 性 で あっ た。

症 例6.54才,女 。

39℃ の 熱,咳,痰,右 下 肺 野 の 陰 影,白 血 球 増 多

(128×102/mm3),強 い全 身 倦 怠 感 で 入 院 した。 本 剤 を

7日 間 使 用 した が,37.6℃ の熱 が持 続,X線 所 見,自,

他 覚 的症 状 に も改 善 が み られ なか っ た。 寒 冷 凝 集 反 応 は

64倍 か ら256倍 へ,マ イ コプ ラズ マCF抗 体 は64倍

か ら128倍 へ と上 昇 し,マ イコ プ ラ ズ マ肺 炎 と診 断 され

た の で,効 果 判 定 か ら除 外 した 。

症例7.73才,女 。

昭和54年12月,右 下肺野に肺炎陰影と発 熱 を 来 た

し,抗 生剤治療で軽快した。その1年 後にも同様のこと

があったが詳細不明で あ る。56年1月 再び右下肺野に

広範な陰影の出現 と,白 血球増多, CRP(卅),発 熱 が

あり, CEA8.3ng/mlで あったので精査のため入院 し

た。

本剤を投与して4日 目には平熱と な り,15日 間 の投

与で治療 目的を達 した。その後の経過からも悪性所見は

認めなかった。

症例8.75才,男 。

右下肺野の扁平上皮癌で,白 血球 増 多,微 熱, CRP

(〓),赤 沈促進をきたし,X線 写真では右下野に液面像

を有する鶏卵大の空洞像を認めた。1日2g,18日 間の

本剤投与で, X線, CRP,白 血球数,熱 のいずれも改善

されず,無 効と判定 した。治療開始前の喀 痰 か らは,

ABPCGM, MINOに 感受性を有するインフルエンザ

菌が分離されたが,以 後の経過は不明。治療終了のあと

1か 月余で,心 嚢転移で死亡した。

症例9.66才,男 。

昭和50年 頃びまん性汎細気管支炎を発病,咳,痰,

呼吸困難はしだいに増強し,55年11月 か ら喀痰中に緑

膿菌が出現し,呼 吸困難はさらに強くなった。

56年1月,急 性増悪で喀痰量増加,呼 吸困難 増 強,

PaO2 29mmHg, PaCO2 82mmHgで 意識なく,緊 急

入院 した。

人工呼吸下に本剤1日2gを 使用 し,全 身状態,喀 痰

量,血 液ガス,白 血球数など著明に改善 した。緑膿菌は

僅かに減少 したのみであった。
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症例10.70才,男 。

昭和55年7月 頃から労作時呼吸困難が始まり,9月

には著明な右胸背痛あり, X線 所見か ら肺癌 を 疑 わ れ

11月7日 入院 した。検査の結果,他 臓 器に多 くの転移

を有する肺癌(未 分化腺癌)と 判明した。抗癌剤(AD-

RM, ACNU),プ レ ドニンを投与されたが,56年1月

5日 から38℃ の熱 とCRP(卅)を 認め,本 剤を投与し

た。

ニュモチスティスカリニ肺炎を疑いST合 剤を,緑 膿

菌感染の疑いにTOBを 併用したが,全 く解熱せず,熱

の原因不明のまま,衰 弱強 く投与終了後1週 で 死 亡 し

た。本剤の効果判定には不適当な症例と考え,効 果判定

からは除外 した。

症例11.68才,男 。

肺癌に併発した肺炎で,38,9℃ の熱,白 血球数208×

102/mm3で あったが,1日1g,9日 間 の本剤投与で臨

床的に著明改善をみた。治療開始前の喀 痰 か らはH.

influenzaeが 分離されたが,投 与後にはP. aeruginosa

が検 出された。

症例12.73才,女 。

気管支拡張症の患者で,発 熱,全 身倦怠,体 重減少を

来たし,緑 膿菌が喀痰より分離されたのでCFS1日2

g,14日 間投与された。

これにより緑膿菌は消失したが,な お咳,痰 が残 り,

白血球数83×102/mm3,血 沈促進があり,喀 痰中にH.

influenzaeが 証明されたので本剤を投与 した。諸症状の

改善とともに, H. influenzaeも 消失 した。

症例13.71才,男 。

肺癌患者で,白 血球増多, CRP陽 性,白 血球促進が

あり,気 管支肺炎を疑い本剤を投与 したが,こ れらの症

状ならびにX線 所見に変動なく,肺 癌によるものか,感

染に起因するものか不明であった。発熱は終 始 なか っ

た。約1ケ 月後肺癌のため死亡した。除外例とした。

症例14.73才,男 。

昭和56年1月 より咳,胸 痛,労 作時呼吸困難,倦 怠

感があり,肺 結核を疑われSM, INHの 治療を開始し

た。 しかし微熱が持続 し,血 沈促進があり精査のため入

院 した。本剤投与をこころみたが,感 染の症状,所 見に

乏 しかったので効果判定か ら除外 した。その後,気 管支

鏡下生検により肺癌と診断された。

症例15.69才,男 。

37.8℃ の熱,膿 性痰増加,CRP(〓)な どから気管支

拡張症に伴 う感染の増悪と考え,本 剤を投与した。始め

検出されたH. influenzaeの 消失とともにCRP陰 性化

し,自 覚症状もほとんど消失した。

IV. 考 案

本剤に関する新薬シンポジウム5)で は,呼 吸器感染症

の350例 に対する本剤の成績がまとめられ,全 体の有効

率は71.7%,そ の うち肺炎では80.7%,慢 性の気道感

染症では62%で あ り,投 与量でみると,1日1gと1

日2gが 略 々同数で,全 体の90%を 占めている。

私共の成績もほぼこれ と同様で,対 象の15例 中12例

までが,肺 癌,気 管支拡張症などの基礎疾患を有し,か

つ高齢者が多かったが,有 効率は,感 染の存在が明らか

でない除外例を除くと,80%と い う優れた成績を得た。

投与量が1日1gで も,感 染の重症度が中等症のもので

は充分有効であった。

治療開始前に緑膿菌が検出された3例 のうち2例 に,

消失あるいは減少がみられ,総 合効果は2例 で著効とな

った。

副作用については,新 薬 シンポジウムのまとめでは,

総症例数1,436例 の うち,本 剤に関連ありとするものは

26例(2.8%),疑 の あるものは35例(3.5%)で あっ

た。本剤は構造上,3位 側鎖にtetrazole環 をもつため,

ア ンタビュース様作用を認めた例が3例 報告 されてい

る。私共の症例では,副 作用は全 く経験せず,本 剤使用

に起因すると思われる臨床検査値の異常もみられなかっ

た。
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CLINICAL STUDIES ON CEFPIRAMIDE (SM-1652)

IN THE TREATMENT OF RESPIRATORY TRACT INFECTIONS
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Cefpiramide (CPM, SM-1652), a new cephem antibiotic, was applied for the treatment of fifteen

patients with respiratory infections.

The drug administered intravenously, 1•`2 g/day, divided into two doses, or 1 g/day in single dose,

for the period of seven to eighteen days.

The results were as follows ; excellent in four cases, good in four cases, ineffective in two cases.

Remaining five cases were excluded due to unsuitability for the trial.

Effectiveness rate was 80%. No side effects were observed.


